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応用分野等

確率的な事象を含むシミュレーションを行う際に、対象と

する現象の確率モデルに近い乱数を用 いることでシミュ

レーションの精度・信頼性を向上させることができます。

標準ライブラリの乱数など では対応できない場合でも、本

研究による乱数なら対応できるかもしれません。

線形・非線形フィードバックシフトレジスタ用いた非周期乱数生成に関する研究

研究内容

モンテカルロ法においては、用いる乱数の長さN を長くすればするほど精度が向上するが、その乱数が一旦周期に陥ると、その後は周

期的な計算を繰り返すのみで、それ以上の精度向上は望めない。したがって、物理乱数のように非周期的な乱数であれば、望む精度が

得られるまで、どこまでもN を長くすることができる。しかしながら、一般に物理乱数自体の統計的性質は偏りや相関があるという意

味であまり良くないため、後処理によって加工して用いられる。一次元写像によるカオスは、通常の擬似乱数と同様、計算機で簡単に

生成できるが、有限ビット演算のため、最終的には周期的な時系列となる。カオスの本質は実数の複雑さすなわちアナログ性であり、

アナログ電子回路で実現すれば非周期的なカオス乱数を生成可能であるが、素子値の誤差や雑音の影響等で、所望の特性を得ることが

困難である。そこで、線形非線形フィードバックシフトレジスタLFSR/NFSRによる後処理により、所望の特性を得ることを検討す

る。LFSR/NFSR は有名なカオス写像であるベルヌイ写像の有限ビット近似とみなすことができるため、ここにカオス理論を活用する

ことができる。本研究では、この後処理の手法を種々検討し、元の乱数物理乱数やアナログカオスを様々な特性無相関、正相関、負

相関の乱数に変換することを試みる。また、生成した乱数を、モンテカルロ積分やモンテカルロシミュレーションへ適用し、その有用

性を検証する。

キーワード

乱数   カオス   LFSR/NFSR   モンテカルロ法  

《ご連絡先》　コーディネータ 和田　翼 TEL096-342-3247 FAX:096-342-3239 mail:t-wada@jimu.kumamoto-u.ac.jp


	線形・非線形フィードバックシフトレジスタ用いた非周期乱数生成に関する研究
	研究内容
	応用分野等
	キーワード


